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研究主題 体験的な活動を生かしs一 人一人の豊かな自己表現力を伸ばす指導の工夫

1主 題 設 定 の 理 由

q)社 会の変化に主体的に対応できるために

本研究部会では,東 京の西部山間 ・島 しょ地域 における地域の特性や,児 童 ・生徒の実態を

把握す るとともに指導上の課題を明 らかにし,そ の解決を 目指 して研究を進めてきた。 これ ら

の地域では,人 口の流出現象による過疎化等によって地域の生活 にも変容が見 られ る一方で,

情報化等の進展によって様々な情報が直ちに得 られるようになって きた。 このような環境の変

化は,児 童 ・生徒の生活意識や行動 にも変化を生み出 している。例えば,豊 かな自然や伝統文

化に恵まれていなが らこれらと直接触れ合う体験の不足や,テ レビ視聴等により,居 なが らに

して情報を得るとい う受動的な生活態度 となって現れている。そのために,直 接的な体験によ

って身に付 く問題解決的な能力が育ちに くくなっているという現状がある。一方,こ れか らの

社会では,こ れ までの経験や予想を超えた事態に直面 した りする場面 も多 くなって くると思わ

れる。 このような社会の変化に主体的に対応 してい くために必要な資質や能力を育てる必要が

ある。そのために,地 域の特性をふまえた体験的な活動を生か しなが ら,児 童 ・生徒の多様な

考えや主体的な取 り組みを重視するとともに,児 童 ・生徒のよさを引き出す教育活動を展開す

ることが重要であると捉えた。

{2)豊 かな心や社会性を育てるために

学校においては,児 童 ・生徒一人一一人の豊かな心や社会性の育成が求め られてお り,本 研究

部会では自己表現 力の育成と結び付けて研究を進めて きた。児童 ・生徒の 自己表現力は,年 齢

や発達段階 更には今 までの成長の過程 における様々な体験等 によって も異なると考え られ る。

そこで,児 童 ・生徒一人一人の豊かな自己表現力を伸ばすための教育活動を創意 ・工夫 して取

り組むこととした。例えば,自 然との関わ り,人 との関わ り,地 域社会 との関わ り等を通 して

感動体験を味わわせ る指導法を工夫す る等,豊 かな心や社会性の育成に視点を当ててきた。特

に感動体験を通 して,自 分の思いを相手に伝える力を育て ることによって,豊 かな自己表現 力

を伸ばす ことがで きると考えた。そのために,発 表の機会や場を設定 して,多 様な表現への意

欲を高める必要がある。豊かな表現力を養 うためには,安 心 して表現できる環境作 りや多様な

表現技能を重視 したり,温 かい励 ましと称賛,更 に指導者の適切な支援や援助等 も本研究部会

の課題であると捉えて,標 記の研究主題を設定 した。

2



ll主 題 に迫 るた めの 基 本 的 な考 え方

1研 究のね らい

q)自 分の思い(感 動 ・思考 ・判断)を 言葉によって相手に伝えることができる力を育てる。

児童 ・生徒の自己表現力を育てるためには,主 体的に学習に取 り組 もうとする積極的な姿勢

を育てる必要がある。子どもは元来,「 こうしたい」 「こうしてみよ う」 という意欲を もって

お り,事 象に対する一人一人の多様な見方や考え方 はそれぞれ個性的な ものであると考え る。

しか し,現 在のような少子社会においては,幼 少時か らテ レビ等の間接体験で充足するとい

う受け身の生活体験が多 くなり,自 己の体験に基づいた自分なりの表現を伸ば してい くことが

難 しいという状況 もある。 この ことは,自 然や伝統文化に恵 まれ,直 接体験のできる条件が整

っている西部山間や島 しょで育つ児童 ・生徒において も共通の課題である。

生涯学習が重視 されている今 日,他 の指示を待ち,他 に依存する学習の繰 り返 しだけでは,

学ぶ喜びを感得することはできない。ま してや自ら学習課題を見っけ,そ れを解決 しようとす

る意欲を生むことは期待で きない。自ら課題意識を もち,自 ら解決す る努力を し,自 ら表現 し

ようとする姿勢を育てることが生涯を通 して真に生 きて働 く力になると確信す るものである。

そこで,本 研究のね らいを 「自分の思い(感 動 ・思考 ・判断)を 言葉によって相手に伝え る

ことがで きる力を育てる」と設定 した。

(2}研 究の仮説

児童 ・生徒が学ぶ意欲を持 ち,主 体的に学習するためには,ま ず,感 動や共感を呼ぶ教材の

選択や開発が必要になる。それは,教 材 との関わ りを通 じて,初 めて児童 ・生徒の興味 ・関心

が喚起 され,一 人一人の学習課題が明確になるか らである。

また,児 童 ・生徒 自らが主体的に課題解決できる場や機会をで きるだけ多 く設定するような

指導計画や指導内容,方 法の工夫を心がけることも必要である。そこで課題解決を目指す学習

の過程において,一 人一人が自ら調べたことや考えたことを発表す ることにより,課 題解決へ

の意欲や表現力の向上が図れると考えた。

このよ うな考え方か ら,次 のような仮説を設定 した。

〈仮説1>感 動や共感を呼ぶ教材を開発 したり,工 夫 したりすれば,学 習で得た感動を相手

に伝えたいという欲求が高まり,自 ら積極的に表現するであろう。

〈仮説2>課 題解決的な学習を通 して,発 表の機会や場を与えれば,よ り効果的な表現を工

夫するであろう。
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2研 究推進の視点

{1)感 動や共感を呼ぶ教材の開発と工夫

児童 ・生徒はその成長の過程で,自 分が生 まれ育 った地域の 自然を美 しいと感 じたり,祭 り

や地域の行事に参加 した りして,文 化や伝統に触れ,仲 間とともに様々な体験を重ねなが ら,

生活習慣をは じめ,物 の見方や考え方等を身に付けてい く。そこで,体 験的な活動を通 して学

習の効果を高めるために,児 童 ・生徒の身近な地域の事象を学習素材 とすることが望 ましいと

考えた。また,児 童 ・生徒が,よ り感動や共感を覚え るように,発 達段階を考慮 しなが ら教材

の内容や提示の仕方等 も工夫することに し,主 に次のよ うな点 に配慮 した。

① 地域の自然,伝 統文化等を生か して,学 習資料 として活用す る。

② 意外性のある教材(驚 き→感動)を 工夫する。

③ 生活体験に基づいた教材を工夫する。

④ 発展性(新 たな学習意欲の喚起)や 深 まりのある教材を工夫する。

⑤ 個 に応 じた多様な学習課題を含む教材を工夫する。

⑥ 手で触れ る等 体感で きるような教材を工夫する。

⑦ 発達段階 に応 じた,分 か りやすい教材を工夫する。

⑧ 他の地域 との違 いが分か りやす く,一 般化できるよ うな教材を工夫する。

② 課題解決的な学習の重視

児童 ・生徒の直接体験が不足 しているという指摘 とともに,社 会的な役割体験や心の成長に

かかわる体験等,様 々な体験を経験 していないままに成長 しているとい う面 も見 られる。そ こ

で,知 識や情報を獲得す るだけで はな く,体 験的な活動を通 して児童 ・生徒に多様で豊かな感

動を与え,更 に,自 分自身で課題を解決 し,そ の方法や結果等について表現する学習活動の場

を設定す る必要がある。特に,次 の点にっいて配慮することとした。

① 体験的な活動をより重視するために,内 容を重点化 して時間を確保す る。

② 学習課題を明確化 し 児童 ・生徒の主体的な取 り組みや多様な考え方を生かす。

③ 個別指導,グ ループ指導,一 斉指導等の長所を生か した指導形態を工夫す る。

④1単 位時間の中に 自力解決の場や集団解決の場を設定す る。

⑤ 一人一人が自己表現で きるような発表の場を多 く設定す る。

⑥ 友達の考えを認め,互 いに学び合えるような学習環境づ くりを工夫す る。

⑦ 自己評価,相 互評価の機会を設定する。

以上の基本的な考え方に基づいて研究主題に迫ることとした。
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III研 究 の全体構想

地域の特性 児童 ・生徒の実態 指 導 の 実 態
*臼 然が豊か であ る。 *素 直 ・素 朴 ・人 なっ こ い。 *児 童 ・生徒一人一人 に目が行 き届 き,指 導が十分 に

*交 通が 不便で ある。 *他 人への依 頼心が強 い。 で きる。

*人 々の結 び付 きが強い。 *や や 自主性に欠ける。 *教 員間で児童 ・生徒理解を深める ことがで きる。

*過 疎化,都 市化等の進展により地 *自然に触れる機会を生かし *時 間割編成が弾力的にできる。

域に変容 がみ られ る。 きれてい ない。 *上 級生と下級生との関係が良好である。

*伝 統的 文化が残 ってい る。 *自 己表現力が十分に育って *少 人数 のために体育等,集 団的な活動が しに くい。

*学 校と地域社会の結び付きが強 い な い。 *発 表の場 ではr他 人 に任せ る傾向が見 られ る。

い 。 *交 通不便な地域 もあ り,バ ス等の時間に しば られ る

ことがあ る。

1 i

平成4年 度研究主題

体験的な活動を生かし,一 人一人の豊かな自己表現力を伸ばす指導の工夫

①

②

③
④

学校教育の課題

心豊かな人間の育成

自己教育力の育成

基礎 ・基本の重視と個性教育の推進

文化と伝統の尊重と国際理解の推進

目指す児童・生徒像

① 自ら学ぶ意欲と確かな学力を身に付けた

児童 ・生徒

② 地域の自然や文化に誇りを持ち,大 切に

する児童 ・生徒

研究 のね らい

自分 の思 い(感 動 ・思考 ・判断)を 言葉によ

って相手 に伝え ることが で きる力 を育てる。

仮説(1)

感動 や共感を呼ぶ教材を開発 した り,工

夫 した りすれば,学 習で得た感動を相手 に

伝えたいという欲求が高ま り,自 ら積極的

に表現す るで あろう。

研究の仮説

検 事

小6徳

体験的な活動を生

かして,郷 土を愛す

る心を育てる指導の

工夫

「立ちのき」

仮説{21

課題解決的 な学習を通 して,発 表 の機会

や場 を与えれば,よ り効果的 な表現 を工夫

す るであろ う。

小6

地域の歴史調査や

発表活動を通して表

現力を高めるための

指導の工夫
「武士の世の中」

英語科

発表 する機会を作

り,コ ミュニケ ーシ

ョン能力 を育成す る

指導 の工夫 「ジャ

ック と話そ う」

④ 中全

ボラ ンティア体験

を通 して郷土愛や社

会性を育てる指導の

工夫 「心身随害福祉

施設,養 護老人 ホー

ムでのllランティア活動」

仮説検証の視点に基づく授業研究の分析と評価

研究のまとめと今後の課題

地域 の商店やスー

パ ーマーケ ッ トの観

察 ・調査を生か して

表現力を伸ばす工夫

「商店街 と人 々の く

ら し」

筋道を立てて分か

りやすく発表するた

めの指導の工夫

「新 しい体験 を」
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!V研 究 の 内 容

実践事例 ・その1

地域の歴史調査や発表活動を通 して,表 現力を高めるための指導の工夫

小学校 第6学 年 社会科

1単 元名 「武士の世の中」

小単元名 「江戸時代の郷土の様子………箱根ケ崎宿を中心 として」

2単 元の目標

(1)江 戸時代の様々な施策によって,国 内の政治体制が確立 し,産 業や交通が発達 し,学 問

や文化が興隆 したことを捉えさせる。また,こ の時代 は厳 しい統制下の社会であ り,こ の

ような社会 もやがて内外の情勢か ら崩壊 していったことに気付かせる。

(2)地 図 ・年表 ・史料等の資料を活用 して,先 人の業績や社会の動 きを捉えさせ る。

(3)身 近な地域に残 っている歴史的な遺跡や文化財の観察,調 査等により,自 分たちの生活

の歴史的背景に関心を持たせる。

3単 元設定の理由

地域歴史素材の教材化は,史 料 ・調査方法等難題が多い。 しか し,児 童たちは身近な地域素

材に興味 ・関心を持ち,生 き生 きと学習 してい く中で,主 体的な学習の仕方を身に付けてい く

ことがで きると考えた。また,聞 き取 り調査や実地調査等の主体的な体験活動を通 して,児 童

は,地 域の人々の温かい心 情にも触れ,郷 土への認識や愛着を深めることに通 じると考えた。

成木(青 梅市)等 で採れた石灰を江戸に運ぶために開かれた青梅街道 と八王子千人同心が,

日光東照宮警護のために往来 した日光街道 とが交差す る交通の要衝であ った箱根ケ崎宿を中心

に調査活動を行った。そして,調 査結果を年表に位置付けたり,地 図で確認 した り,ま とめた

りす ることによって260余 年 も続 いた江戸時代の流れの中で,郷 土の人々 もともに揺れ動いた

という事実を知ることがで きると考えた。 この学習を通 して,地 域を理解 し郷土を愛する心情

を養 うとともに歴史を自分たちの生活 との関連 させ捉え させたいと考え小単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

地域 に残 る歴史教材の調査活動や,調 査結果の発表に向けた資料や原稿作 り,そ して発表と

いう学習過程全体を体験的な活動と捉えた。 これ らの体験的な活動の中で,児 童は,自 己表現

の必要な場 に直面す る。例えば,聞 き取 り調査で は,「 何をどのようにたずねた らよいか」と

いうことを探 り出すために,ね らいに応 じて的確な表現を工夫す る必要がある。発表に向けて

の過程で は,自 分の思いを相手にどのように伝えたときに理解 して もらえるか,ま た,発 表で
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は,相 手に伝えるための声の大きさ,間 の取 り方,資 料提示の仕方等,い ろいろな場面の中で

表現することについての関心や意欲を高めることがで きる。児童34名 を4班 に分け,班 毎に豊

かな表現に結び付 くような助言や励 ま し,称 賛を与えてい くという授業の展開で本研究主題に

迫 りたい。そ して,各 班の メンバー一人一人が個性を生か した役割を担い,各 自が各班の中で

貢献できた という喜びや成就感を味わわせたいと考えた。

5学 区の様子 と児童の実態

開校24年 目の本校学区には,神 社,仏 閣 もな く,戦 前はほとん どが山林で人家が一軒 もなか

ったような歴史の浅い地域であ り,昔 を伝え るような ものは見当た らない。住民は他地域か ら

新 しく移 り住んで きた人がほとんどである。お年寄 りとの同居 も少な く,核 家族が多いの も特

徴の一っである。都市化の波で,学 区にはへ き地性はほとんど見 られないが,児 童の純朴さや

バス ・電車等の交通の不便 さにかろ うじてへ き地性を見ることができる。児童は,素 直で課題

に対 して真面 目に取 り組む姿勢がある。 しか し,発 言す るとき,語 尾まではっきりと言えなか

った り,声 がやや小 さか ったりする等,自 信を持 って言えない児童 もいる。 しか し,学 級 には,

お互いの発表を認めあえ る雰囲気がある。地域教材の学習にっいては,第5学 年の国語の単元

「郷土に伝わ る話 し」で,学 区内外での聞 き取 り活動を経験 している。

6指 導計画(12時 間)

① 地域の歴史を調べよう。1時 間

② 江戸時代の郷土の歴史の調べ方を考えよう2時 間

③ 江戸時代の郷土の歴史を調べよ う3時 間

④ 発表会の準備を しよう3時 間

⑤ 発表会を通 して郷土の歴史にっいての理解を深めよう2時 間(本 時1/2)

⑥ 調べたことを本にしよう1時 間

7本 時の指導

(1)本 時の 目標

・江戸時代の郷土の歴史について関心を持ち,理 解を深めることができる。

・聞 き手に分か りやすいように工夫 し,資 料を整えて発表す ることができる。
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(2)本 時の展開

導 ・箱根ケ崎村(宿)を 調べるようにな っ1

入t た ことについて想起する。

51・ 江戸時代の長 さに気付き,自 分たちの

分i発 表を年表上で確認する。

t展1'纂 簾 蕪1召 介し'各班の

1開;・ 「江 戸時代 あれ これ 調べ 」班の 発表。

13

「日光街道 と人々の暮 らし」班の発表J

i分 一 発表の班に対 しての質問や感想等を発1

ま

と

め

10

分

・自分たちの育ってきた12年 間の1

長 さの比較で考えさせ る。1年 表 『

聖 発表灘 期待を持たせ 発表
資料

・自分の考えや感想 も交えて メンバ

箱根
一全員に発表 させる

。
ケ崎

・一人一人の発表がっながるよ うな

村地
工夫を させる。

1図

・発表者は短冊に書 き,掲 示用の年

表に貼 る。

・聞き手は年表に記入する。

・発表 した班の称賛 と次回の発表班

を励ます。

冊

人

の

表

短

個

用

年

他

③ 評価 ・郷土の江戸時代の様子 にっいて理解を深めることがで きたか。

・資料を整えたり,分 かりやすいように工夫 して発表で きたか。

傾 授業の考察

・各班それぞれが,発 表に工夫を凝 らした。特に人形を使 っての発表や劇化 しての発表 は,

児童の個性を生か した もので,江 戸時代の郷土の様子を十分 に理解 した ものであ った。

・調査の中では,地 域のお年寄 りからお話 しを伺 う等,人 との温かな触れ合いもあ った。

8今 後の課題

① 人形を使 っての発表は,児 童たちに好評で,表 現の豊かさや表現力を高める上で有効で

あった。 この実践を今後の指導に生か してきたい。

② 発表を主眼に した授業であったが,表 現力を更に高めるためには,感 想を発表 した り発

表内容を深めるための話 し合い活動を取 り入れたりして両面か ら迫 って いく必要がある。
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実践事例 ・その2

発表する機会を作 り,コ ミュニケーション能力を育成する指導の工夫

中学校 第1学 年 英語科

1単 元名 「ジャックと話そ う」

・We(You)are～ の言い方 ・Whatis～ の質問と答え ・ 「～ しなさい」(命 令文)

2単 元の 目標

今 まで学んで きた主語に加えて,新 たにWeやYouが 登場 し,表 現が更に広が ってい く。その

中で,be動 詞の正 しい使用方法が英語学習を深めて いくポイン トにな って くる。 また,Whatと

いう疑問詞 を使 うことで相手への問いかけもで きる。まとめとして命令文を学習 し,発 表や応

答 も可能 となり表現力を更に高めることが この単元の目標である。

3単 元設定の理 由

国際化の進展が著 しい中で,そ れに対応するための コミュニケーション能力の向上が英語科

の指導に要求 されている。そこで,本 校でも一学期に2週 間程度英語指導助手(AET)が 指

導 に当た っている。

授業の中で一学期には,ア ルファベ ッ ト,単 語等の習得に努め,文 法的には一般動詞を早 い

段階に取 り上げ自己表現ができるように指導 してきた。

外国語の学習への取 り組みに対する意欲や態度において,生 徒は消極的になる傾向があり,

そのことで話 し手 との会話が不十分になったり,表 現力が乏 しくなって しまうことにっなが る

面がある。

このような ことか ら,次 のよ うなことを向上させたいと考えて本単元を設定 した。

(1)コ ミュニケー ションを積極的に図ろうとす る姿勢

(2)英 語に対する関心や興味

(3)英 語を用いて会話をす ることの喜びや楽 しみ

4研 究主題 との関連

言語は意志の疎通,伝 達等の手段であり,会 話においては必ず話 し手 と聞き手が存在す る。

英語 とい う授業の中でお互 いに発表の機会が与え られ ることにより,そ の要素を満たす機会を

体験すると,学 習 して きた内容を更に深めた り,伸 ばす ことがで きるものと思 う。そのような

意味で,英 語はまさに 「体験的な活動」を通 して学ぶ ものであ りそれを生かす ことによって

「自己表現力を伸ばす」きっかけになるもの と考える。
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5学 区の様子と生徒の実態

東は埼玉県に接 し,西 は青梅坂を越すと旧青梅市街にでる。東西7㎞,南 北2kmの 細長い学

区である。学校周辺は山に囲 まれ,黒 沢川の流れに沿 ってお り自然に恵 まれた環境であ る。

生徒数168名,6学 級の小規模校であり,最 近 は減少傾向にある。生徒は明る く,素 直で

人なっ っこい反面,積 極性,表 現力等 に乏 しいとい う傾向 も見 られる。単独の小学校か ら入学

す るために人間関係に慣れ親 しんで いるが,一 方,競 争するということも少ない。

保護者 も学校に対 して協力的であり、学校行事等で は協力を惜 しまない。地域に開かれた学

校 として全教職員で教育活動を推進 している。

6指 導計画

(1)be動 詞(1,2人 称の複数形)2時 間

{2)What+be動 詞の疑問文2時 間(本 時,2/2)

(3)命 令文(一 般動詞で始 まるもの)… ……2時 間

7本 時の指導

(1)本 時の目標

Whatis～?を 使 った文を適切に表現で きるようにす る。

② 本時の展開

1

学 習 活 動 と 内 容 指 導 上 の 留 意 点 教 材

導 ・英語で挨捗をする・ ・理解の定着度を確認するとともに Whatis^一

入 ・前 時 に使 った プ リン トを もとに 本時の内容に興味を持たせる。 の プ リン ト

5 What+be動 詞の疑問文を確認す

分 る 。

展 ・ペ ア に な っ てrWhatishis ・ペ ア は隣 か ,近 くの生 徒でつ くる。 ペァで会話

(her)name?」 と 「His(Her)name ・自然な リズムで会話ができている できるプ リ

開 ～」の練 習をす る。 かを机間指導を通 してチェックす ン ト

・交互の練習を終えた ら,時 間を る 。

35 決めて速 く言えるように練習を ・速 さばか りでな く,滑 らか に言え 応用で きる

す る。 るように注意する。 よ うにな っ
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分1 ・自然な会話形式になっているプ

リン トで練習をす る。

・単なる質問,応 答の会話ではない1て いるプリ

のZ,容 も理解 させる.で きれ ㌧ ト

ば,暗 唱できるように指導する。 一人一 人 に

・ペ アを無作 為 にっ くって ,全 体 ・相手の質問を しっかり聞 くよ うに 絵と名前が

に発表する。 注意を促す。 書いてあ る

・発表にっいて適切な評価を与える。カ ー ド

ま ・WhatIS～name?を し っ か り ・Whatis～name?の 理 解 度 と 会

と 理解 したかどうかを確認する。 話の楽 しさを与えられたか。

め ・次時の授業について確認 と,英 ・次時の授業について連絡する。

5 語で終わりの挨拶をす る。

分

1

t3)評 価

・Whatis～name?を しっかり理解できたか。

・生徒 は,積 極的に会話を しようとしたか。また,会 話をすることの喜びや楽 しみを感 じた

か。

{4)授 業の考察

・生徒は,ペ ア ワー クを取 り入れた ことにより,発 表する機会が広がり,活 発な授業となっ

た。

・自分の知 っている言葉を使 って,自 分の考えを相手に伝えよ うとする姿勢がどの生徒に も

み られた。

・文法的な内容の理解を,机 上の学習だけではな く,会 話を通 して身に付けるということの

大切 さを生徒 は学んだようであ った。

8今 後の課題

(1)今 日の授業をふ まえなが ら,自 己表現力を身に付けるためには,英 語に触れる機会を多

くっ くる必要があり,青 梅市のAET制 度等の活用を積極的に図 っていきたい。

(2)英 語では,単 語の習得 も必要であ り,英 語の時間は もとより学校全体の取 り組みとして

早朝の単語小 テス ト等の実施 も今後考えてみたい。

一11一



実践事例 ・その3

体験的な活動を生か して,郷 土を愛する心を育てる指導の工夫

小学校 第6学 年 道徳

1単 元名 「立ちの き」

2単 元の 目標

児童たちの住む小河内地区は,ダ ム建設に伴 う住民の立ちのきとい う苦労の上に成 り立 って

いることを知るとともに,郷 土を愛す る心情を育て る。

3単 元設定の理 由

本学年の児童は,第5学 年の時に,国 語の時間に地元の 「鶴の湯温泉」について調べ,そ れ

をまとあて作文に して,運 動会で表現 「多摩川」を演 じた。本年度は,移 動教室で清里を訪れ

た際 ダム建設のため移転 した根津 さんを訪ねていろいろな話を聞 き,学 習発表会でダムの建

設のために移転 しなければならなかった小河内小学校の児童の心の葛藤を描いた 「立 ちの き」

という劇を演 じてきた。この ように,学 区の象徴で もある小河内ダムに関連す る学習を積み重

ねて きた。

地域の ことを調べて先人の苦労を理解す ることは,地 域理解,郷 土愛 を深めさせ るには大変

有効であると考える。道徳の指導 としては,歴 史的事実 に焦点を当てるのではな く,ダ ムに寄

せ る人々の思いに焦点を当てるよ うに注意す る必要がある。

そこで,本 単元を設定することにより,今 までの小河内ダムに関連す る学習をまとめる意味

も含めて,先 人の苦労を知 り,郷 土を愛す る心 を育てたいと考えた。

4研 究主題との関連

体験的な活動の実践 とい うことで,現 在の小河内ダムの湖底で生活 していた人々の聞 き取り

調査を実施 した。調査す るに当た っては,児 童は 「自分の知 りたいことを聞 くためには,ど の

よ うに質問すればよいか」,「 聞いたことをどのよ うにまとめればよいか」等について話 し合

った。 また,調 べた ことを基に して,移 転当時の人々の心情を考え ることにより,積 極的に自

分の考えを発表することができるであろうと考えた。

今までに実施 した本授業に関連する内容としては,作 文 「鶴の湯温泉」,表 現 「多摩川」,

移動教室 「清里」,劇 「立ちのき」等で,こ れ らは全て児童の体験的な活動の場面が中心にな

ってお り,文 章,身 体,会 話等による自己表現力の育成に役立 っていると考える。

5学 区の様子 と生徒の実態

東京都の最西端,秩 父多摩国立公園内に位置 してお り,周 りには,東 京都の最高峰である雲
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取山を筆頭に七つ石山,鷹 の巣山,三 頭山,月 夜見山等,1500～2000メ ー トルの山々に囲まれ

ている。小河内ダム沿いと峰谷川に沿 って集落があり,そ のほとん どが険 しい山地である。

学区域は,約51平 方キロメー トルの広さがあるが,世 帯数約200戸,人 口は約550人 と典型

的な過疎地域である。学区内には,図 書館等の公共施設 もな く,商 店 も少な く,文 化的施設に

はあまり恵 まれていないが,森 や湖 といった自然環境は大変豊かである。

ダム沿 いの7名 の児童 は,バ ス通学であり,他 の児童は徒歩通学である。最 も遠い児童は,

片道1時 間半を要する。児童 は明る く,素 直で,子 どもらしく,清 掃や奉仕活動 にも積極的に

取 り組んでいる。人数が少ないということか らくるマイナス面 として は,例 えば体育等の集団

的な活動や,多 数の人の考え方に触れることができないこと等があげられる。その反面,全 員

が一輪車に乗れることや,水 泳が得意なこと,更 に学習時に個人指導の時間が多 くとれ る等の

利点がある。表面的には,お とな しそうにみえるが,粘 り強 く,芯 の しっかりして いる児童が

多い。 しかし,比 較的変化の少ない生活のためか,競 争心や自主性に欠ける面があるのは否め

ない。

6指 導計画

(1)作 文 「鶴の湯温泉」 ・表現 「多摩川」 ・移動教室 「清里」 ・劇 「立ちの き」

② 家庭,地 域での聞き取 り調査

(3)調 べてきたことか ら,地 域に対する考えを深める 本時(1/1)

児童が調べてきた移転当時の人 々の思いをまとめた資料を基 にして,先 人の苦労を考える。

7本 時の指導

(1)本 時の目標

郷土に対する興味や関心を持 ち,先 人の苦労に共感 して郷土を大切にする心を育てる。

(21本 時の展開

時間 学 習 活 動 と主 な 発 問 指 導 上 の 留 意 点

・百周年で発表 した劇の ビデオを鑑賞す る。 ・ビデオで発表会の時の感動を再起

・学習発表会の感想を発表す る。 させ る。

・全員に指名す る。

展開 ・配 られた資料を,内 容を考えなが ら読む。 ・児童が調べてきたことをまとめた

資料を配 る。
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展開

35分

・教師の発問に対 して答える。

〈移転の不安 〉

・移転す るとき心配 したことは何だ ったか。

大人 と子供に分けて考えてみよ う。

〈郷土に対す る愛着 〉

・佐野 さんは,ど うして水が来 るまで移転 し

なかったので しょう。

隅 諜 膿 ㌦終_建設
に同意 したので しょう。

と

分

ま

め

10

・教 師の説 話を 聞 く。

・ 「故郷 」を歌 う。

・指名 して音読させ る。

・自由に自分の考えを発表 させ る。

・資料を基に して考え させる。

・今 までの体験(劇 ,聞 き取 り調査

等)を 基 に考える。

・学習班で話 し合わせて,発 表させ

る。

・小河内という地域について静かに

考えさせ る。

・CDを 用意する。

③ 評価

郷土の先人の苦労に共感することができたか。

(4)授 業の考察

本学級は,少 人数のために,児 童の意見が少なかったり,考 え方に広がりが見 られない等

の課題があ った。 しか し,今 回の学習では,地 域素材を扱 った ことや児童が調べてきた資料

を使 ったこと等の理由により,全 員が積極的に考え発言す ることがで きた。 この経験を参考

に して,少 人数学級のよさを生か して課題の解決を進める考えである。

8今 後の課題

本授業での経験を,今 後の学習活動に生かすとともに,地 域行事等への積極的な参加を促 し

た り,小 河内ダムについて もっと詳 しく学習する等,主 体的な取 り組みに進めていきたい。ま

た,他 の地域素材を積極的に学習に取 り入れて,児 童の心の内面に訴えかける授業を推進 し,

地域に愛着を持っ児童を育てたい。
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実践事例 ・その4

ボランティア活動を通 して,郷 土愛や社会性を育てる指導の工夫

中学校 全学年

1活 動名 「心身障害福祉施設,養 護老人ホームでのボランティア活動」

2活 動の 目標

q)心 身に障害のある人達や養護の必要なお年寄 りとの交わ りを通 して,自 己をみっめ生き

方を考えさせ,人 間愛の心を育て る。

② 自らがやるべ き課題を把握 して,自 主的,主 体的に取 り組む態度を養 う。

(3)施 設で働 く方 々とともに活動 し,人 間関係や社会性を高める。

(4)こ の体験を通 して,地 域社会及び社会福祉へのかかわ りを考え させる。

3本 活動のね らい

本校は,全 校生徒数11名 のへ き地小規模校である。少人数の中で慈 しまれて育 ったためか,

他人や大集団へのかかわ りが苦手な生徒が多い。 また,友 達同士の人間関係 に厳 しさがな く,

積極性に欠け,自 主性や主体性の欠如が指摘 されている。 しか し,生 徒は,卒 業 と同時に,通

学,通 勤の関係で親元を離れて生活 していかなければな らないという厳 しい現実がある。

したが って,教 育活動全体を通 してどん な環境 や条件の下で も生 き甲斐を発見 し,困 難に耐

え,主 体的に生 きていける能 力や資質を身に付 けさせ ることを課題 にして いる。特に,自 ら進

んで物事に挑んでい く強い意志や意欲,互 いに切磋琢磨 し,自 己を確立 していく社会性の育成

は,本 校の重点課題である。そこで,ボ ランティア活動を通 して,人 と人とのかかわ りを学び,

豊かな社会性の育成を図 るために,学 校全体 として取 り組んでいる。

4研 究主題 との関連

本事例は,「 社会性を身に付け,積 極的に生 きる力を育てたい」とい う地域 と学校の願いを

基に,ボ ランティア活動を通 して実践 しているものである。

(1)年 間を通 した継続的な活動であ り,特 に社会福祉施設での体験活動の一貫 した取 り組み

は,生 徒のボランテ ィア活動への意欲を高めることにっなが っている。

{2)夏 季作業中の体験活動 は,事 故への対応を十分考慮 して,保 護者,施 設との連携を密 に

して,生 徒の主体性を生かすように計画 した。

(3)体 験 したことを発表することにより,ボ ランティア精神の内面化を図るとともに,自 己

表現力の育成に も重点を置 く。

(4)社 会福祉施設の方を発表会や文化祭に招待 したりお年寄 りと文通する等,小 規模校 にお
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ける人 と人 とのかかわ りを重視 し,生 涯学習社会に向けた取 り組み として位置付けている。

5学 区の様子 と生徒の実態

本校は東京都の最西端部 に位置 し,海 抜555メ ー トルにある一級へ き地校である。四季折々

に変化す る奥多摩湖 と山々に囲 まれた豊かな 自然の中にあって,一 時は生徒数 も百数十名 とい

う時代 もあったが現在で は過疎化が著 しい。生徒は,バ スの便が少ないために自転車通学を し

ている。

また,小 学校入学時か ら中学校卒業時まで同 じ友人 と同 じクラスで生活す るために人間関係

の固定化が見 られ,の んびりとしている面 もある。 そのためか,友 達 との競争や トラブルの経

験や失敗の経験 も少ない。更に,教 師との関係において もお互いに知 り尽 くしているという安

心感からか,依 頼心が強 く場面に応 じた適切な接 し方や話 し方に課題を残す生徒 も見 られ る。

6夏 季休業中の指導計画

施設を訪問す るに当た っては,次 のように各班 ごとに施設訪問のね らいを明確化 している。

施設名 琴 清 苑 期間 ・時間 平成4年8月11日(火)～13日(木)

(午 前8時40分 ～ 午後4時30分)

持ち物 .............

班 長 A(男) 班 員 C(男),E(男)

副班長

iB(女)

班 員 D(女),F(女)

活

動

目

標

班 ・お年寄 りに親切 に接す る。 ・お年寄 りと楽 しく過 ごし,し っかりと仕事をす る。

AI 車椅子を慎重に扱 う。 C お年寄 りとできるだけ多 く話をす る。

F お年寄りと仲良 くす る。 E いろいろな仕事に積極的に取 り組む。

D 迷惑をかけないように仕事をす る。 B お年寄 りに笑顔で接す る。

内

容

・食事配膳及び介助補助,処 遇補助t厨 房補助

・リハ ビリ,ホ ーム喫茶補助,ラ ジオ体操

注

意

・正 しい言葉遣いをす る。

・不安を与えない行動をとる。
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7本 時の指導

(1)本 時の目標

・施設に入居 しているお年寄 りとの交流を通 して,自 己をみっめ生 き方を考える。

・施設で働 く人々とともに活動 し,人 間関係を高め,社 会性を養 う。

・各自の課題を基に,自 主的,主 体的な取 り組みができるようにす る。

{2)本 時の展開

時 間

8:40^-

8:50^-

9100～

〈一 日目 〉

・ラジオ体操

・朝の申 し送 り

・施設説明

〈二 日目 〉 〈三 日目 〉

9:30～ ド ビデオ学習

31:45-一 一

12:30^-

13:30^-

16:30

・食事配膳,介 助補助

・昼食,休 憩

・処理補助,厨 房補助

・終了

・ラ ジ オ 体 操

1・ 朝 の 申 し送 り
1

　

1・ リハ ビ リ補助

1・ 昼 食,休 憩
1

・ホー ム喫茶補助

・終 了

b食 事配膳 介助補助

1
・ラ ジオ体操i

i
・朝 の 申 し送 り1

1'囎 補助 処理補助1

・食事配膳 介助補助i

・昼食,休 憩

・リハ ビリ補助 ,反 省会}

i・終 了1

(3)評 価

・各 自の課題を進んで実践することができたか。

・施設に入居 しているお年寄 りや施設の人々と十分にお話がで きたか。

・お年寄 りの気持 ちをどのような所で感 じることができたか。

・毎日の様子を感想文にまとめることがで きたか。

(4)考 察

・生徒は,進 んで 自分の課題に取 り組み,お 年寄 りや施設の人々か ら感謝 された。また,心

あたたまる手紙 もいただいた。学校では見 られない生徒のよさを発見す る場面 もあった。

8今 後の課題

(1)生 涯学習社会の到来を考えると,体 験的な活動を単発的に終わ らせ ることな く,教 科や

道徳 とのかかわ りを深め,ボ ランティア活動を一層充実する必要がある。

(2)こ の成果を地域社会の中で生かせるように家庭,地 域 との連携を図 ってい く必要があ る。
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実践事例 ・その5

地域の商店や スーパーマー一ケ ッ トの観察 ・調査 を生か して,表 現力を伸ばす指導の工夫

小学校 第3学 年 社会科

1単 元名 「商店街と人々の くらし」

小単元名 「スーパーマーケッ ト」

2単 元の 目標

{1)日 常生活における買い物の経験や買い物調べ等を通 して,地 域の商店や商店街とのかか

わりが深いことに気付 く。

(2)近 くの商店やスーパーマーケ ットを調べて,販 売について工夫 していることを理解す る

とともに,消 費生活を通 して他の地域や外国等 とのっなが りを理解 させる。

㈲ 観察 ・調査 した事象を関係的に見た り,既 習の事柄から人 々の生活について類推 したり

する能力を育てる。

3単 元設定の理由

一学期は,「 自分たちの生活 している町」の学習で,地 域を歩いて,自 分の目で確かめなが

ら学習を進めてきた。そして,社 会科の学習に対 して,興 味や関心を高めるために,体 験的な

活動を随所に取 り入れてきた。

本単元で も,児 童 自らの足で歩 き,目 で見て,耳 で聞いて,調 べ るといった一連の活動を多

く取 り入れてきた。そこで,発 表意欲や表現力を伸ばすたあに,例 えば,次 のような場面を設

定 した。

・家の人に買い物インタビューをす る
。

・スーパーマーケッ トでの聞 き取 り調査をす る
。

・テレビレポーターになって発表す る
。

買い物調べを通 して,人 々とのかかわり方を知 るとともに,見 聞 したことを整理 ・発表す る

過程で自己表現力を高めるために本単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

体験的な活動 を通 して,豊 かな 自己表現力を身 に付けるためには児童が体を通 して学ぶ こと

がで きる活動や,共 同 し協力 して学ぶ ことがで きる学習場面を工夫す る必要があ る。そのため

に,本 単元で`よ スーパーマーケ ッ ト見学,商 店街調べ,お 客 さんへの聞 き取 り調査を実施す

ることによって学習への興味 ・関心を高めることがで きると考えた。更に,調 べた こと,聞 い

たことを文章や図,絵 にまとめ 理解 した内容を発表することによ って一人一人の自己表現力
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を伸ばす ことがで きると考えた。

5学 区の様子と児童の実態

全校児童数65名,6学 級の小規模校である。学校の地域 は山間部に位置 してお り,自 然環

境には恵まれた場所にあるが,児 童数は年々減少す る一方である。児童は明る く,素 直な子が

多いが,積 極性や表現力にやや欠ける面がある。保護者は極めて学校に協力的である。教師や

地域の人々の 目が比較的届 きやすい面がある反面,と もす ると過保護にな りがちなので,い か

に して温かさとともに厳 しさを培 うかという課題がある。

本学級の児童数は,男 子6名,女 子2名,計8名 である。活動的な児童が多 く,家 庭的な雰

囲気の中で気楽に話を している反面,自 己中心的な児童 もいるので,集 団 としてのまとまりを

更に身に付けさせたいと考えている。

6指 導計画(10時 間)

{1)自 分たちの買い物経験を話 し合い,家 の人の買い物の工夫を調べ る。…2時 間

② スーパ ーマーケ ッ トの見学の計画を立てる。1時 間

(3)ス ーパーマーケッ トの見学 や聞き取 り調査をする。2時 間

(4)店 の販売の工夫を話 し合 う。2時 間(本 時2/2)

(5)ス ーパーマーケ ット新聞を作 る。2時 間

(6)新 聞の発表会を行 う。

7本 時の指導

本時の 目標

1時 間

tll

・スーパ ーマ ーケ ッ トの観察 ,調 査 を もとに,店 で の販売 の工夫 を理解 す る。

・スーパ ーマ ーケ ッ トで 見た り,聞 いた り した ことを,分 か りやす く発 表す る。

(2)本 時 の展開

iI

ll学 習 活 動 と 内 容
1

[

指 導 上 の 留 意 点1資 料

1

5[

i分
1

1

導i.ス_パ_マ_ケ ッ トの見学 の作文 を読1

入 【 む・

・見学の様子を想起 させる。 作文

i
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展 ・店内の陳列の様子について発表する。

開 ・働いている人の様子を発表す る。

・店内図を貼る。 店内図

・スライ ドを見て確認 させる。 スライ ド

3a
I

・どんな機械や設備があったかを発表す ・レジ操作や大 きな冷蔵庫の中 写真

1分
1

る 。 に入 ったことの感想を交えて

ー

…
発表させ る。

1ま ・スーパーマ ーケ ッ トで は,品 物 を売 る ・発 表 した こと ,聞 いた こ とを ワ ー ク シ

卜 たあにいろいろな工夫を していること [ワ ー クシー トに ま とめ させ る。
一 ト

if_

圃 をまとめる・i・ 分か りやす く懸 できた児童
11・

・次時 の予告 をす る.iを 全員 で認 めあ う.

分 l
E

e 　

(3)評 価

・スーパーマーケ ットの観察や調査では、店の販売の工夫が理解で きたか。

・スーパーマーケ ットで見たり,聞 いたりした ことを学級で分か りやす く発表で きたか。

(4)授 業の考察

・直接体験(見 る,聞 く,触 れる等)に よって、児童の興味 ・関心が高まり,更 に学習のね

らいに沿 った調査がで きた。 このことが,次 の発表への意欲を高め,自 ら調べた ことや感

じたことを発表する自信になって表れていた。

・事前指導では,交 通安全やお店の人 との事前打合せ等を中心 に,十 分な時間をかけたので

お店の人の親切な対応への感謝の気持がよく現れていた。

・校外での授業では,商 店やスーパーマーケッ トとの十分な事前打合せが大切である。今回

は事前打合せを十分に行い,当 初の予定通 り実施で きた。

8今 後の課題

・児童の観察や調査の真剣な取 り組みを,他 の教科等に も生か してい く必要がある。

・自分の発表だけではな く,友 達の発表を聞 き,そ れを基に して話 し合いを深める授業を普

段か ら指導 してい く必要がある。

・楽 しい授業作 りには,教 材の内容を精選することも必要である。
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実践事例 ・その6

筋道を立てて分か りやす く発表するための指導の工夫

中学校 第1学 年 国語科

1単 元名 「新 しい体験 を」

2単 元の 目標

(1)い ろはかるたの 「ことわざ」の解釈を,自 分の体験をふまえて発表で きるよ うにする。

(2}「 報告文」を書 くに際 して,事 前指導の 「作文」を読んだ感想文を,主 語、述語の忘れ

や離れ過 ぎに注意 し,文 脈の整 った文章 として書 くことがで きる。

(3)夏 休みの体験を,5WIHの 法則に合わせて発表できるようにす る。.

3単 元設定の理 由

小学生の時代 には,積 極的であった発言や発表等の活動が,中 学生 になると急に少な くな り,

積極的になる傾向がある。 これは,一 般には人間の成長や発達段階における,思 春期の一っの

特徴であると言われてお り,指 導する上で配慮 しなければならない点である。 しか し,中 学校

の この時期 は,人 間の成長段階の中で も物事を真剣に捉えたり,深 く考えたり,心 の葛藤を繰

り返す時でもある。 したが って,こ の時期に生徒の心 に残 る授業を通 して,心 の底か ら自分の

考えを発表できるという学習を進めることは大切であ り,国 語科での課題の一つで もある。

どんな表現で も,表 現 に至るまでには基本的な手順を踏むと考え られる。中学校の表現活動

において,こ の基本的な手順を踏 ませ,そ の流れを しっか りと身に付けさせてお く必要がある。

この 「基本的な手順」は,文 の成分に留意 し文章構成5WlHの 法則に合わせた文章作成及び

その発表であ り,筋 道を立てて分か りやす く発表す ることを目指 して本単元を設定 した。

4研 究主題 との関連

「ことわざ」の意味を調べ,自 分の体験をふまえてより分か りやす く発表することや,「 作

文」を読んでの感想を文法事項の約束事をふまえて表現することは,仮 説②の 「課題解決的な

学習」と捉え ることがで きる。夏休みの直接体験を クラス全体の前で筋道を立てて発表 させる

ことは,仮 説(2)の 「発表の機会や場を与える」 ことに通 じる。更に,こ の発表は,各 人が 自分

の感動を自分の言葉で発表する音声言語活動であるから,研 究主題の 「一人一人の豊かな自己

表現力を伸ばす」ことにっなが ってい くと捉えたい。

5島 の様子 と生徒の実態

四方が海 に囲まれており,中 央には活火山の三原山がそびえ,自 然 も豊富である。椿の木が

島内に約5万 本 もある。産業 は,花 づ くりや野菜づ くり等の農業,漁 業が中心で観光地 と して
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も有名である。 しか し,若 者の働 く場所が少な く,島 内の都立高校を卒業すると90%以 上が島

外に就職 している。島内を北部,中 部,南 部に分けてお り,支 庁,役 場rNTT,銀 行等があ

る中部 は都市化 しており,消 費社会や情報化社会の影響を受 け,都 会化 された行動や考え方を

生み出 している。

生徒は明 るく,人 なつ こくて学年間の上下関係の意識 も薄い。友人関係 は,保 育園か ら一緒

の集団で学んできてお り,人 間関係の固定化が 目立っ。生徒は,大 人と同様に地元意識が強い。

当地の方言 もあるが,友 達同士の話 し方と目上の人 との話 し方 との差異があま りな く,敬 語表

現の苦手な傾向 も見 られ る。

6指 導計画(6時 間)

{1>「 ことわざ」の学習(以 下2時 ～6時 について も時間の頭に学習す る。)

作文を読み,200字 程度の感想文を書 く。1時 間

(2)文 法の学習。4っ の基本文型を理解す る。主語 ・述語に関 してのいろいろ

な 「悪文」を示 し,そ れを正 しく書き直す。1時 間

⑧ 文法の学習。修飾語の使い方の悪い文を正 しく書 き直す。

字数制限のあ る短文を作成する。 1時 間

(4)第1時 で書いた感想文を推敲す る。夏休みの体験を5WlHの 法則に合わ

せて原稿用紙1枚 程度にまとめる。

(5)夏 休みの体験を書いた文章を基に,

一人一 人発表す る
。

体験談の発表の練習をする。

1時 間

(6)夏 休みの体験を発表する。

7本 時の指導

本時のね らい

1時 間(本 時)

1時 間

cla

・5WlHの 法則に合わせて書 いた文章が法則にあった文章になっているか どうかを再度推

敲 し,ペ アを組んで発表の練習をする。

・発表す る場合の基礎的な技能 に従 って発表できるよ うにする
。

② 本時の展開

ll

学 習 活 動 と 内 容i指 導 上 の 留 意 点

1

備 考

i
'「 ことわざ」の学習 ド 自分の体験をふ まえて説明させ

22



導入 ・班 に分かれ,本 時の学習活動にっ る・Il

いての説明を聞 く。 ._人 一人前咄 て発表することii

15 ・班内で発表の練習をするペアを決
1や

・テ ープ にBす る ことを伝1
1

め る 。

1

え る 。

分 i・ペアは向かい合っ緒 阯1
4

i

・発表する場合の基礎的な技能を学

1

・基礎的な技能(臆 せず話す,は[ 「話す こ

i

ぶ 。 きはき話す,文 の形で話す,順 との基礎

展開 ・発表す るたあの基になる文章を各 序に従って話す,分 か りやす く 的技能に

人が声を出 して読み,5WIHの 文章 話す,効 果的に話す)に ついて
1つ いて 」

1

かどうかを再度確認する。 色上質紙に書いたものを黒板に 書いた劇
i

30・ ペアで発表の練習をする。(基 に

なる原稿は見ないよ うにする)

・出席番号の順,男 女交互に前に出

分 て発表す る。

・発表を聞いた後,感 想や意見を述

べあう。

張 り出 し,発 表と感想や意見を 隠氏。

i
述べる胎 に心 にとどめるよう1

にすることを強調す る。

・身振り手振りも入れて撒 する1

ことも指導す る。

.感想や意見は 最低2人 肚 に 【

なるように配慮す る。

と

分

ま

め

5

・発表のあ った ものについての評価 ・次時の発表に生かせるような指

をす る。 導をする。

(3)評 価

・5WIHの法則にあ った文章が書けたか。発表す る場合の基礎的技能に従 って発表できたか。

(4>授 業の考察

・多 くの生徒は5WIHの 法則にあった文章を書いたが,発 表では慣れていないためか臆する生

徒がいた。 しか し,多 くの生徒は元気 よく発表で きた。

8今 後の課題

・原稿を暗記す る生徒 もいたが・練習に時間をかけ線習の仕方を工夫する必要がある。
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V研 究 の ま と め と今 後 の課 題

今年度は,東 京の西部山間 ・島 しょ地域の特性やそこに住む児童 ・生徒の実態を探 り,へ

き地教育の抱えている共通課題を明 らかにす ることか ら研究を進めた。その結果,「 自己表

現力の育成」を本分科会の共通課題 と捉え,そ れに迫る手法 として 「体験的な活動」を取 り

入れた授業研究を中心に継続 した研究を進めて きた。そこで,研 究主題に迫 るために,次 の

2つ の仮説を設定 した。

ql感 動や共感を呼ぶ教材を開発 した り,工 夫すれば,学 習で得た感動を相手に伝えたいとい

う欲求が高 まり,自 ら積極的に表現す るであろう。

〈2)課 題解決的な学習を通 して,発 表の機会や場を与えれば,よ り効果的な表現を工夫す るで

あろう。

前記の検証事例 は,こ の2つ の仮説を同時に満たす ことを望ま しいと しなが らも,学 習内

容によっては{1),(2}のいずれかに焦点を絞 って検証を進めてきた。その結果,次 の成果を得

ることができた。

1仮 説(1)における研究の成果について

・昔の地域の人々の話を聞いた結果,共 感を覚え,そ の気持ちを演劇等を通 して積極的に表

現 しようとした。(検 証事例3)

・ボランテ ィア活動を経験 した結果,新 たな人間愛が心の中に芽生え,自 分の思いを相手に

伝えたいという欲求が高まった。(検 証事例4)

・体験的な活動を取 り入れた結果,調 べた内容を積極的 に発表 しようとする態度が身に付い

て きた。(検 証事例5)

2仮 説② における研究の成果について

・適切な発表の場を与えることにより,表 現方法 に様々な工夫が見 られた。(検 証事例1)

・発表の場を多 く与えることにより,活 発に自己表現 しようとする態度が身に付 き,更 に効

果的な表現方法を探究 しようとす る姿勢が見られた。(検 証事例2)

・体験的な活動 と教材を関連付けることによって,発 表意欲が高まり,効 果的な表現の工夫

が見 られた。(検 証事例6)

今後の課題 として,次 の ことがあげ られる。

(D具 体的にどのような表現方法を用いれば豊かな表現力を身に付けられるかを工夫 したい。

② 地域教材の開発に取 り組むとともにt有 効な活用方法を検討 していく必要がある。

(3)自 己表現力の育成は,組 織的,意 図的に教育活動全体の中で身に付ける必要がある。
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